
3
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日

か
ら
24
日
ま
で
の
22
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
、
町
長
か
ら
諸
般
報

告
と
平
成
27
年
度
予
算
編
成
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
な
ど
７
会
計
を
は
じ
め
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
条
例
の
制
定
、
条
例
の
一

部
改
正
、
多
賀
授
産
所
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
砂
川
の
指

定
管
理
者
の
指
定
な
ど
20
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
議
長
を
除

く
全
議
員
17
人
が
町
政
の
問
題

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
予
算
案
は
、
一

般
会
計
が
前
年
比
２
億
１
５
０

０
万
円
、
１
・
５
８
％
減
の
１

３
３
億
７
０
０
０
万
円
で
、
昨

年
に
次
ぐ
過
去
３
番
目
に
大
き

な
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
大
き
な
支
出
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
事
業
実
施
し

て
い
る
地
域
交
流
施
設
整
備
事

業
と
し
て
約
５
億
３
０
０
万
円
、

知
多
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
と
し
て
約
６
億
１
０
０
０

万
円
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設

事
業
と
し
て
、
基
金
へ
の
積
み

立
て
を
含
め
、
約
２
億
１
０
０

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
事
業
も
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
事

業
な
の
で
、
計
画
通
り
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
町
税
収
入
の
回
復

が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

歳
入
不
足
を
補
う
た
め
の
資
金

調
達
と
し
て
、
町
債
（
借
金
）

の
借
り
入
れ
を
７
億
３
８
１
０

万
円
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）

か
ら
、
約
10
億
９
３
０
万
円
を

繰
り
入
れ
ま
す
。

町
長
予
算
編
成
報
告

「地域交流施設」 いよいよ完成！

平成28年4月 オープン予定
「地域交流施設」 いよいよ完成！

平成28年4月 オープン予定

地域交流広場は、平成27年4月1日より利用できます。
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●民 生 費 → 高齢者、子どもの福祉など
●土 木 費 → 道路、公園整備など
●教 育 費 → 小中学校、町民会館など
●総 務 費 → 役場庁舎整備など

●衛 生 費 → ゴミ処理、病気予防など
●公 債 費 → 借金返済
●消 防 費 → 消防、防火水槽整備など

歳入＜財源＞

●町　　　税 → 町民税、固定資産税、法人町民税など
●国庫支出金 → 福祉、教育、医療、子育てなど国からの歳入
●交付税・その他交付金
　　　　　　→ 地方交付税、地方消費税交付金など
●繰 入 金 → 町の貯金取崩し
●県 支 出 金 → 福祉、教育、医療、子育てなど県からの歳入

●町　　　債 → 町の借金
●諸　収　入 → 町税延滞金、検診料、講座参加料など
●使用料および手数料
　　　　　　→ 各施設使用料、諸証明手数料など
●分担金および負担金 
　　　　　　→ 保育所運営費保護者負担金など

歳出＜使いみち＞

平成27年度一般会計予算

継続事業と屋内温水プール建設事業への積み立てが要因

過去3番目

県支出金
9億5692万円
（前年度比 15.1%増）

諸収入
4億8855万円
（前年度比 5.6%減）

交付税・その他交付金
10億1650万円
（前年度比 22.8%増）

町債（借金）
7億3810万円
（前年度比 40.3%減）

使用料および手数料
2億3133万円
（前年度比 2.6%減）

分担金および負担金
1億9462万円
（前年度比 6.5%増）

その他
2496万円
（前年度比 2.1%減）

繰入金（貯金取崩し）
10億961万円
（前年度比 5.4%減）

町税
74億3030万円
（前年度比 0.3%減）

国庫支出金
12億7911万円
（前年度比 5.7%増）

民生費　48億5558万円
（前年度比 14.9%減）

土木費　27億4770万円
（前年度比 27.1%増）

教育費　16億2345万円
（前年度比 13.0%増）

総務費
12億2821万円
（前年度比 3.1%減）

衛生費
11億7960万円
（前年度比 0.1%減）

公債費
7億2127万円
（前年度比 10.0%減）

消防費
5億943万円
（前年度比 4.2%減）

その他
（農林水産業費・議会費・商工費・労働費など）
5億477万円（前年度比 1.5%増）

１33億7000万円の内訳
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その他の主な事業

民間木造住宅耐震シェルター等
整備費補助金 90万円
昭和56年5月以前の旧耐震基準の民間木造住宅において、耐
震診断の結果から、補強が必要な住宅に対し、耐震シェル
ター・防災ベッドの設置時に補助を実施します。

小中学校施設営繕工事費
7819万円

転車台施設営繕工事
事業費 487万円

小中学校の体育館の照明器具等落下防止対
策工事や武道場の天井撤去等改修工事など
営繕工事を実施します。

平成14年に修復して以降、10年余りが経過
し、さびや痛みが目立つようになってきてい
ます。地域交流施設が開所するのに合わせ、
テントの張り替え、鉄部の塗装、湧出水排水
用ポンプの取り換えなどを実施します。

武豊町地域交流施設整備事業費 5億326万円
地域交流センター、倉庫、まちの駅（仮称）、北駐車場、外構の工事などを実施します。

知多武豊駅東土地区画整理事業費 ６億１０２４万円
用地買収や補償物件調査、建物移転補償などを実施します。

総合体育館駐車場整備工事費 １９５万円
総合体育館の駐車場不足の解消のため、北側に臨時の駐車場（約40台）を整備します。

放課後児童健全育成事業費 ３６４９万円
児童クラブへの入所希望者の増加により、定員を200人から210人に増やします。

駐輪場整備工事費 50万円
富貴駅東の駐輪場を整備します。約35台分の自転車が駐輪できるようになります。

防災機器管理 機械器具費 １５０万円
大足老人憩いの家、高齢者生きがいセンター、砂川会館にAEDを設置します。

ヘルプカード作成費 ２５万円
障がいのある方が、緊急時や平時に周囲に理解や支援を求める手段として、連絡先や必要な支援内容を記載し
携帯する「ヘルプカード」を作成し、希望者へ配布します。
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特
別
会
計
な
ど
を
含
む
総
予
算
額

２
３
４
億
８
３
８
１
万
円

■平成27年度予算の概要

い
の
ち
を
守
る
防
災
ベ
ッ
ド
・

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

利
用
し
や
す
い
総
合
体
育
館
に

駐
輪
場
の
整
備

A
E
D
で
助
か
る
命

　
　

町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
時
に
P
R
を
考

え
て
い
る
。

　
　

防
災
協
会
の
認
定
品
か
。

　
　

愛
知
県
住
宅
・
建
築
物
安

全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
お
よ
び
東
京
都
が

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る

評
価
委
員
会
に
よ
り
選
定
し
た

防
災
ベ
ッ
ド
で
あ
る
。

　
　

簡
易
の
駐
車
場
40
台
分
と

の
こ
と
だ
が
、
体
育
館
駐
車
場

不
足
は
解
消
で
き
る
の
か
。

　
　

特
に
、
夜
間
の
駐
車
場
不

足
を
解
消
す
る
対
策
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

大
会
時
の
駐
車
場
は
、
従
来

ど
お
り
、
町
民
会
館
の
ふ
れ
あ

い
広
場
な
ど
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
。

　
　

富
貴
駅
東
駐
輪
場
の
整
備

は
約
何
台
分
で
、
い
つ
完
成
予

定
か
。

　
　

台
数
は
35
台
ほ
ど 

駐
輪

で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

整
備
の
時
期
は
、
学
生
の
利

用
が
少
な
い
夏
休
み
の
期
間
に

行
う
。

　
　

新
規
で
設
置
す
る
３
台
の

A
E
D
の
操
作
訓
練
は
、
ど
の

よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
訓
練
は
、

役
場
職
員
に
つ
い
て
は
、
概
ね

２
年
に
１
回
、 

緊
急
時
に
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
普

通
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い
る
。

今
回
、
新
た
に
導
入
す
る
施
設

も
、
施
設
管
理
者
や
職
員
を
対

象
と
し
た
訓
練
を
継
続
し
て
実

施
す
る
。

会　計　名

一　般　会　計

＊１　収益的収支…経営に伴い発生が予想される収入と費用
＊２　資本的収支…将来に備えて行う建設改良などの支出とその財源となる収入
＊３　不足分は、過年度分損益勘定留保資金（積立金）などで補てん

 (四捨五入により、差引額・合計などが実際の計算額と異なる場合があります)

国民健康保険事業

特　

別　

会　

計

後期高齢者医療

介 護 保 険 事 業

農業集落排水事業

下 水 道 事 業

小　　　　　　計

合 　 　 　 　 計

平成27年度当初予算額 対前年度増減額 対前年度比

224億2598万円 5億4118万円 2．5％増

90億5598万円 7億5618万円 9．1％増

13億6610万円 9246万円 7．3％増

6505万円 －988万円 13．2％減

24億8339万円 9666万円 4．0％増

4億891万円 1973万円 5．1％増

47億3254万円 5億5721万円 13．3％増

133億70００万円 －2億15００万円 1．6％減

会　計　名

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出
水
道
事
業
会
計

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

平成27年度当初予算額 対前年度増減額 対前年度比

3億3637万円 4489万円 15．4％増

5178万円 29万円 0．6％増

7億2146万円 51万円 0．1％増

8億4110万円 －3671万円 4．2％減

一
般
会
計
予
算
を
審
議

問問問 答

問答問答

答答

賛
成
討
論

岩
瀬
計
介
議
員

　

本
町
が
抱
え
て
い
る
当
面
の

諸
課
題
を
実
施
し
つ
つ
、
税
収

の
伸
び
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
、
30
年
後
50
年
後
を
見
据
え

た
予
算
と
判
断
し
て
い
る
。

反
対
討
論

小
寺
岸
子
議
員

　

地
域
活
動
推
進
交
付
金
は
、

３
年
ま
で
の
新
規
事
業
に
限
定

す
る
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
伴
い
広
域
化
の
話
し
合

い
が
さ
れ
て
い
る
が
、
広
域
化

に
は
反
対
で
あ
る
。

梶
田　

進
議
員

　

個
人
情
報
保
護
が
守
ら
れ
な

い
社
会
保
障
・
番
号
シ
ス
テ
ム

制
度
実
施
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
各
種
の
大
型
公
共
事

業
推
進
団
体
へ
の
負
担
金
に
つ

い
て
は
再
検
討
し
、
中
止
す
べ

き
で
あ
る
。 討

　
論
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小
寺　

岸
子

1

一般会計予算

国民健康保険事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

介護保険事業特別会計予算

農業集落排水事業特別会計予算

下水道事業特別会計予算

水道事業会計予算

介護保険条例の一部改正

知多地方教育事務協議会規約の一部改正

政党助成金制度の廃止を求める意見書

イスラム過激派組織ISによるテロ行為の根絶を求める意見書

 平成27年
第1回定例会

青
木　

宏
和

2
後
藤　

光
明

3

議　
　

長

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

可決

可決

×

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

×

×

×

×

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

中
川　
　

一

4
南　
　

賢
治

5

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。

石
川　

義
治

6
石
原　

壽
朗

7
佐
伯　

隆
彦

8
鈴
木　

一
也

9
青
木　

信
哉

10
福
本　

貴
久

11
岩
瀬　

計
介

12
森
田　

義
弘

13
大
岩　
　

保

14
本
村　
　

強

15
加
藤
美
奈
子

16 採

決

結

果

梶
田　
　

稔

18
梶
田　
　

進

17

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定

　

公
的
年
金
は
高
齢
者
世
帯
収

入
の
７
割
を
占
め
、
６
割
の
高

齢
者
世
帯
が
年
金
収
入
だ
け
で

生
活
し
て
い
る
。

　

年
金
積
立
金
の
運
用
は
、
年

金
財
政
・
年
金
制
度
と
密
接
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
現
役
世

代
の
保
険
料
負
担
を
維
持
し
つ

つ
、
将
来
の
年
金
給
付
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
、
長
期
的
な

健
全
性
を
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
年
金
積

立
金
の
適
正
運
用
の
確
保
を
図

る
た
め
、
特
段
の
措
置
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め

　

に
、
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

　

を
堅
持
す
る
こ
と
。

２
．
保
険
料
拠
出
者
で
あ
る
利

　

害
関
係
者
が
参
画
し
、
確
実

　

に
意
思
反
映
で
き
る
ガ
バ
ナ

　

ン
ス
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

▼
採
決
結
果
　
全
会
一
致
可
決

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
が
よ
り

安
心
し
て
傍
聴
で
き
る
環
境
の

実
現
の
た
め
、
会
議
規
則
を
改

正
し
ま
し
た
。

　

会
議
規
則
に
は
、
傍
聴
時
の

つ
え
の
持
ち
込
み
を
制
限
し
て

き
ま
し
た
が
、撤
廃
し
ま
し
た
。

　

国
民
的
課
題
で
あ
る
少
子
化

対
策
に
真
に
立
ち
向
か
う
た
め

に
も
、
政
策
の
優
先
順
位
を
見

直
し
、
子
ど
も
の
権
利
最
優
先

の
立
場
か
ら
、
安
定
し
た
財
源

確
保
が
で
き
る
よ
う
「
保
育
・

子
育
て
支
援
」
分
野
へ
の
大
幅

な
公
費
投
入
が
必
要
と
考
え
る
。

　

と
り
わ
け
、
児
童
福
祉
法
24

条
１
項
に
基
づ
き
設
置
運
営
さ

れ
る
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
よ

り
良
い
保
育
の
実
施
が
で
き
る

よ
う
国
に
対
し
て
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

１
．
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

　

制
度
の
円
滑
な
実
施
の
た
め

　

の
財
源
を
当
初
の
予
定
通
り

　

確
保
す
る
こ
と
。

２
．
保
育
士
の
人
材
確
保
の
た

　

め
に
大
幅
な
処
遇
改
善
を
実

　

施
す
る
こ
と
。

３
．
保
育
所
の
公
定
価
格
を
、

　

そ
の
運
営
実
態
に
見
合
っ
た

　

内
容
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

▼
採
決
結
果
　
全
会
一
致
可
決

年
金
積
立
金
の
安
全

か
つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
に
関
す
る
予
算
の

確
保
・
増
額
を
求
め
る

意
見
書

意見書

ぜ
ひ
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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